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名 称 百万遍念仏

指定年月日 昭和５０年５月２２日

所 在 地 南木曽町読書（十二兼）

概 要

伝承によると、200 年以上も前にこの付近に疫病がはやり、それを静める

為に行ったのが始まりとの事である。中山観音堂の境内には、嘉永２年（18

49）の「百万遍供養塔」と安政５年（1858）の「百万遍」の二基の石碑があ

り、十二兼(じゅうにかね)の百万遍念仏は、それ以前から実施されていたこ

とがわかる。明治初期頃までは、大人も含めた全員が参加して行っていたそ

うであるが、徐々に子供が主体となり、現在は小学校一年生から中学校３年

生までの男女生徒によって実施されている。毎年お盆に行われ、８月１４日

には男子、１５日には女子が、部落の全戸を回って「南無阿弥陀仏」を唱え

ている。町内には、他に神戸に文政８年（1825）の「百万念仏塔」がある。

百万遍念仏に用いられた大数珠も町内の各所に残っているが、現在実施され

ているのは十二兼だけである。


